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11
月
21
日
、
滋
賀
県
野
洲
市
を

訪
問
し
、
野
洲
市
が
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
、
「
生
活
に
困
り

ご
と
や
不
安
を
抱
え
る
市
民
へ
の

支
援
の
取
り
組
み
」
を
学
び
ま
し

た
。以

前
に
「
新
し
い
松
江
」
で
も

紹
介
し
ま
し
た
が
、
野
洲
市
は
、

「
よ
う
こ
そ
滞
納
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
条
例
」
と
い
う
、
い
さ
さ

か
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
通
称
を
持
つ
、

正
式
名
称
「
債
権
管
理
条
例
」
を

平
成
27
年
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

市
税
や
給
食
費
、
水
道
料
金
な
ど

の
「
滞
納
」
を
、
「
市
の
主
人
公

で
あ
る
市
民
が
困
っ
て
い
る
サ
イ

ン
を
出
し
て
く
れ
た
」
と
と
ら
え
、

行
政
が
生
活
自
立
を
支
援
す
る
こ

と
を
内
容
と
し
た
条
例
で
す
。

条
例
の
理
念
が
、
困
っ
て
い
る

市
民
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
市
民
か
ら
、
「
頼
り
に
な
る

市
役
所
」
、
「
困
っ
た
と
き
の
最

後
の
拠
り
所
と
し
て
の
行
政
」
と

認
知
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
す
こ
と

に
あ
る
と
い
う
説
明
に
は
、
「
こ

こ
に
地
方
自
治
の
原
点
が
あ
る
」

と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
最
も
重
要
な
点
は
、

本
人
同
意
に
基
づ
い
て
、
債
務
に

関
す
る
個
人
情
報
を
「
債
権
管
理

審
査
会
」
で
共
有
し
、
支
援
を
担

当
す
る
部
門
の
長
も
審
査
会
に
入

る
こ
と
で
、
生
活
再
建
支
援
の
視

点
を
入
れ
た
債
権
管
理
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
審
査
の
結
果
、

必
要
に
応
じ
て
徴
収
停
止
と
債
権

放
棄
を
行
う
と
共
に
。
専
門
家
の

支
援
で
多
重
債
務
整
理
に
よ
る
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

条
例
制
定
の
効
果
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
の

一
人
当
た
り
差
し
押
さ
え
額
が
約

７
万
円
な
の
に
対
し
、
多
重
債
務

整
理
に
よ
る
生
活
再
建
で
税
金
等

へ
充
当
し
た
平
均
額
が
３
倍
以
上

の
23
万
６
千
円
に
上
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
示
さ
れ
、
差
し
押
さ
え
に
よ

る
一
時
的
な
回
収
よ
り
も
、
生
活

再
建
に
よ
る
長
期
的
な
納
付
が
よ

り
効
果
的
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

条
例
制
定
に
至
る
経
過
に
つ
い

て
、

◇
平
成
16
年
頃
に
社
会
問
題
に
な
っ

た
多
重
債
務
者
問
題
に
取
り
組
み
、

平
成
21
年
か
ら
本
人
同
意
に
基
づ

く
個
人
情
報
の
共
有
に
よ
る
支
援

を
始
め
、
消
費
者
ロ
ー
ン
の
過
払

い
金
を
１
億
８
千
万
円
取
り
戻
し
、

そ
の
内
１
千
８
百
万
円
が
市
税
等

の
滞
納
へ
の
納
付
に
回
っ
た
こ
と
、

◇
多
重
債
務
に
陥
っ
て
い
た
市
民

も
、
毎
月
の
10
万
円
以
上
も
の
返

済
が
な
く
な
り
、
生
活
再
建
に
つ

な
が
っ
た
な
ど
の
経
験
の
積
み
上

げ
が
あ
る
こ
と
、

◇
そ
の
積
み
上
げ
が
生
か
さ
れ
、

自
己
責
任
論
を
乗
り
越
え
て
、
執

行
部
・
議
会
挙
げ
て
の
条
例
制
定

に
つ
な
が
っ
た
経
過
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

松
江
市
で
も
生
活
困
窮
者
支
援

の
取
り
組
み
は
積
み
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
困
っ
て
い
る

市
民
ほ
ど
「
相
談
し
に
く
い
、
で

き
な
い
」
実
態
も
多
く
、
「
相
談

に
来
な
い
市
民
の
困
り
事
を
ど
う

支
援
す
る
か
」
が
課
題
で
す
。
野

洲
市
の
知
恵
と
経
験
は
、
松
江
の

生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

島
根
県
議
会
最
終
日
の
17
日
、

尾
村
利
成
県
議
の
県
政
報
告
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
松

江
市
議
会
も
終
了
し
、
党
市
議
団

も
市
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

３
市
議
は
、
11
月
議
会
の
前
進

面
と
し
て
、
教
育
条
件
の
整
備
を

め
ざ
す
２
つ
の
意
見
書
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
で
憲
法
・

平
和
、
原
発
問
題
等
を
取
り
上
げ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
尾
村
県
議
は
、
丸
山
知

事
が
突
然
打
ち
出
し
た
少
人
数
学

級
編
制
基
準
の
改
悪
に
つ
い
て
、

「
２
０
１
１
年
に
国
会
決
議
で
小

中
学
校
の
人
数
を
１
ク
ラ
ス
35
人

に
す
る
と
決
議
し
な
が
ら
、
実
行

さ
れ
て
い
な
い
国
政
の
問
題
」
と

指
摘
し
た
う
え
で
、
県
が
独
自
に

実
施
し
て
き
た
施
策
の
改
悪
を
許

さ
ず
、
運
動
で
守
る
こ
と
を
提
起

し
ま
し
た
。

そ
の
後
交
流
に
移
り
、
島
根
県

教
職
員
組
合
の
村
上
一
執
行
委
員

長
が
、
「
教
職
員
や
保
護
者
の
声

も
聞
か
ず
改
悪
す
る
こ
と
は
許
せ

な
い
。
一
年
一
組
16
人
と
二
組
15

人
の
一
年
生
が
、
こ
の
改
悪
で
、

31
人
の
一
学
級
と
な
っ
て
し
ま
い
、

子
ど
も
と
教
育
に
計
り
知
れ
な
い

悪
影
響
が
出
る
。
」
と
訴
え
、
２

月
県
議
会
に
向
け
て
、
島
根
が
誇

る
「
全
国
一
の
少
人
数
学
級
編
制

基
準
」
を
守
る
運
動
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

尾
村
利
成
県
議
が
県
政
報
告
会
を
開
催

報告する尾村県議

15
日
（
日
）
、
県
民
会
館
で
、

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
島
根
の
会
主

催
の
学
習
会
が
行
わ
れ
、
山
内
靖

喜
島
根
大
学
総
合
理
工
学
部
名
誉

教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。

ゼ
ロ
の
会
共
同
代
表
の
山
崎
泰

子
氏
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

山
内
名
誉
教
授
が
「
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
は
増
や
さ
な
い
、
埋

め
な
い
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

山
内
教
授
は
、
「
特
定
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法

律
」
で
、
「
最
終
処
分
」
は
、
地

下
３
０
０
ｍ
以
上
の
深
さ
に
埋
設
・

処
分
す
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
た
が
、

３
０
０
ｍ
の
科
学
的
根
拠
は
示
さ

れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
「
10
万

年
間
絶
対
安
全
と
い
う
保
証
は
な

く
、
新
た
な
安
全
神
話
と
い
う
他

な
い
」
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
質
問
の
後
、
最

後
に
、
岡
崎
由
美
子
共
同
代
表
が
、

学
習
等
の
活
動
を
継
続
し
よ
う
と

閉
会
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
島
根
の
会
学
習
会

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
増
や
さ
な
い
、
埋
め
な
い

２
０
２
０
年
１
月
14
日
か
ら
５

日
間
に
わ
た
り
、
日
本
共
産
党
第

28
回
党
大
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
成
功
の
た

め
に
、
12
月
８
日
に
は
東
部
地
区

党
会
議
、
22
日
に
は
県
党
会
議
が

開
か
れ
活
発
な
討
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

党
大
会
で
は
、
「
中
国
は
も
は

や
社
会
主
義
を
め
ざ
す
国
と
は
言

え
な
い
」
と
明
確
に
位
置
付
け
て
、

「
発
達
し
た
資
本
主
義
国
で
の
社

会
変
革
が
社
会
主
義
・
共
産
主
義

へ
の
大
道
」
と
す
る
「
綱
領
一
部

改
定
案
」
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
第
一
決
議
案
」
で
、

野
党
と
市
民
の
共
闘
の
発
展
と
、

日
本
共
産
党
の
総
選
挙
で
の
躍
進

で
、
日
本
の
政
治
を
変
え
る
政
治

方
針
が
提
案
さ
れ
、
「
第
二
決
議

案
」
で
、
野
党
連
合
政
権
を
樹
立

す
る
た
め
に
も
、
今
の
日
本
共
産

党
を
大
き
く
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
た
め
の
運

動
方
針
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
は
党
大
会
の
年

県
・
地
区
党
会
議
開
催

講演する山内名誉教授

野洲市の担当者から説明を受ける

「
頼
ら
れ
る
市
役
所
」
、

「
困
っ
た
と
き
の
最
後
の

拠
り
所
と
し
て
の
行
政
」

差
し
押
さ
え
に
よ
る

一
時
的
な
効
果
よ
り
、

生
活
再
建
で
長
期
的
な

納
付
を
実
現

相
談
に
来
な
い
・
来
れ
な

い
市
民
の
困
り
ご
と
に
、

ど
う
や
っ
て

相
談
に
の
る
か

『
よ
う
こ
そ
滞
納
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
条
例
』
の
理
念
を
学
ぶ

～
滋
賀
県
野
洲
市
の
視
察
を
通
し
て
～

市
議
会
議
員

田
中
は
じ
め


